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や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
時
を
満
喫

福
祉
教
育
の
未
来
を
議
論

　

10
月
25
日
、
第
３
回
福
祉
教
育

推
進
計
画
策
定
委
員
会
（
山
﨑
安

則
委
員
長
）
が
、
メ
イ
ト
ム
宗
像

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
宗
像
市
の

福
祉
教
育
の
現
状
や
課
題
、
方
向

性
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
17
日
に
第
１
回
を
開
催

し
、
平
成
18
年
３
月
の
計
画
策
定

完
了
を
も
っ
て
策
定
委
員
会
は
終

了
す
る
予
定
で
す
。

　

毎
回
盛
ん
な
意
見
が
交
換
さ

れ
、
各
委
員
の
福
祉
教

育
に
対
す
る
思
い
や
真

剣
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

福
祉
教
育

推
進
計
画
と
は

　

本
会
は
、
第
２
次
地

域
福
祉
活
動
計
画
（
以

下
「
第
２
次
計
画
」）

を
今
年
４
月
に
策
定
し

ま
し
た
。

　

今
回
策
定
す
る
福
祉
教
育
推
進

計
画
は
、
第
２
次
計
画
に
定
め
ら

れ
た「
共
生
の
た
め
の
福
祉
教
育
」

を
推
進
す
る
た
め
の
活
動
計
画
で

す
。

　

す
で
に
計
画
の
概
要
、
基
本
構

想
、
基
本
計
画
ま
で
策
定
作
業
が

終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
基
本
構
想
」
の
基
本

方
針
に
基
づ
く
「
基
本
計
画
」
と

「
実
施
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。

　

現
在
策
定
中
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
社
協
だ
よ
り
に
て
適
宜

経
過
を
報
告
し
ま
す
。

生
涯
学
習
と
し
て
の

福
祉
教
育
の
実
現
を
め
ざ
し
て

〜
福
祉
教
育
推
進
計
画
策
定
中
〜

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
秋
山
晴
子
会
長
）
で
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
同
22
年
度
ま
で
（
５
ヵ
年
度
）
の
、

福
祉
教
育
の
基
本
方
針
や
実
施
方
法
を
定
め
る
「
福

祉
教
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

計画の基本方針について真剣に検討する委員会
　

10
月
30
日
、
市
保
健
福
祉
会
館

「
ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
」
で
、「
広
が

れ
健
康
・
福
祉
・
地
域
の
輪
」
を

テ
ー
マ
に
「
ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
ま

つ
り
ｉ
ｎ
玄
海
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

９
時
の
開
会
を
合
図
に
「
健
康

ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
５
」
が
ス
タ
ー

ト
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、

神
湊
地
区
の
海
岸
線
を
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
し
、
地
元
な
ら
で
は
の
コ
ー

ス
を
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
体
力
年
齢

測
定
や
骨
密
度
測
定
な
ど
の
「
あ

な
た
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
」
や
、
高
野
山
慈
明
院
の
吉

住
明
海
住
職
に
よ
る
講
演
会
、
演

芸
発
表
会
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代

で
、
健
康
・
福
祉
・
地
域
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

日
用
品
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
回
初
め
て
の
「
日
用
品
バ

ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
日
用
品

の
提
供
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に
呼

び
か
け
、
売
上
金
を
こ
の
「
ま
つ

り
」
の
事
業
費
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
ま
つ
り

ｉ
ｎ
玄
海
を
開
催

市
民
と
と
も
に
創
造
す
る

　

 

福
祉
の
里
づ
く
り
プ
ラ
ン（
３
）

市
民
と
と
も
に
創
造
す
る

　

 

福
祉
の
里
づ
く
り
プ
ラ
ン（
３
）

市
民
と
と
も
に
創
造
す
る

　

 

福
祉
の
里
づ
く
り
プ
ラ
ン（
３
）

〜
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
〜

　

今
回
は
、
７
つ
の
柱
の
う
ち
「
４ 

協
働
の
場
づ
く
り
の
た
め

の
連
絡
調
整
機
能
の
強
化
」
と
「
５ 

利
用
者
本
位
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
供
給
体
制
の
強
化
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

４ 

協
働
の
場
づ
く
り
の
た

め
の
連
絡
調
整
機
能
の
強
化

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福
祉
行

政
部
門
や
宗
像
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
、
宗
像
市
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
連
絡
協
議
会
、
宗

像
市
地
区
福
祉
会
連
絡
協
議
会
等

の
地
域
福
祉
関
係
者
と
、
今
ま
で

連
携
強
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法

の
改
正
で
、
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
者
と
し
て
、「
地
域
住
民
」
と

「
社
会
福
祉
に
関
す
る
活
動
を
行

う
者
」
が
新
た
に
規
定
さ
れ
ま
し

た
。
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
上
で
、
連
携
強
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
団
体
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
を
含
め
、
今
後
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
も
、単
に
事
務
的
な
連
携
・

連
絡
調
整
で
は
な
く
、
地
域
福
祉

を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
協

働
活
動
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

中
心
と
な
り
積
極
的
に
持
っ
て
行

う
と
い
う
内
容
的
に
も
質
的
に
も

よ
り
高
度
な
連
携
・
連
絡
調
整
を

推
進
し
ま
す
。

５ 

利
用
者
本
位
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
強
化

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
介
護
保

険
事
業
と
障
害
者
の
支
援
費
制
度

に
よ
る
訪
問
介
護
事
業
や
居
宅
介

護
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
提
供
し
て
い
く
上
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
極
め
て
高
い
公
共
性

を
考
慮
し
、
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

利
用
者
の
自
己
決
定
と
自
己
選

択
を
尊
重
し
、
利
用
者
本
位
の
質

の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
利
用
者

の
地
域
に
お
け
る
生
活
の
維
持
や

自
立
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
利
用
者
の
日
常
生

活
の
維
持
を
支
援
で
き
る
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
そ
れ
を

可
能
と
す
る
人
材
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業
の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
は
、

加
齢
や
病
気
、
知
的
障
害
に
よ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
契
約
の
締
結
や

継
続
が
困
難
な
高
齢
者
等
で
、
日

常
生
活
で
困
難
を
抱
え
る
人
が
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
権
利
を
擁
護
す
る
事
業
で

す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
利
用
者

本
位
の
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
供
給
体
制
を
整
備
、
採
算
の
取

れ
に
く
い
分
野
の
活
動
に
も
必
要

に
応
じ
て
参
入
し
ま
す
。

　
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の

強
化
を
図
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

他
の
事
業
者
の
参
加
が
困
難
で
、

採
算
の
取
れ
に
く
い
分
野
の
活
動

に
も
参
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。

健
康
・
福
祉
・
地
域
を
テ
ー
マ
に

基本構想基本構想 利用者本位の
　福祉サービス供給体制の強化
利用者本位の
　福祉サービス供給体制の強化

基本計画 実施計画

市民生活安定のための相談事業強化

介護保険事業の充実・強化

受託事業の効果的な運営

在宅福祉サービス事業の充実

新規福祉サービスの検討と実施

地域福祉権利擁護事業の強化と
成年後見制度への取り組みの強化

市民生活安定のための相談事業強化

居宅介護支援部門の充実

訪問介護部門の充実

生活福祉資金の適正な運用

移送サービス事業の充実・強化

スマイルハート事業の充実

小規模多機能施設の調査研究の実施

子育て支援事業の支援強化

新しい福祉問題の調査研究

地域福祉権利擁護事業の充実・強化

成年後見制度への取り組みの強化

合併後の大島地区の介護保険事業
の充実

障害児通園施設「のぞみ園」の
充実・強化

障害者生活支援センターの充実・
強化

基本構想基本構想 協働の場づくりのための
　　　　連絡調整機能の強化
協働の場づくりのための
　　　　連絡調整機能の強化

基本計画 実施計画
宗像市や関係団体、関係機関との
連携強化

協働のための福祉情報の把握と
共有

宗像市や関係団体、関係機関との
連携強化

協働のための福祉情報の把握と
共有

まつりの中で人気の体力年齢測定コーナー
（バランス測定器）

　

11
月
10
〜
11
日
、
宗
像
市
在
宅

介
護
者
の
会
「
ひ
ま
わ
り
」（
渋

谷
美
恵
子
会
長
）
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
在
宅
介
護
者
23
名
。

　

一
行
は
、ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス（
長

崎
県
佐
世
保
市
）
を
訪
れ
、
ま
ず

全
体
会
議
で
現
在
介
護
者
の
お
か

れ
て
い
る
状
況
の
改
善
方

法
や
、
会
員
の
個
別
の
問

題
に
つ
い
て
対
策
を
検
討

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
内
散
策
や

買
物
、
夕
食
会
、
周
辺
散

策
な
ど
思
い
お
も
い
の
方

法
で
二
日
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
天
候
に
は
恵
ま

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者

は
、「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
は
泊
り
が
け
だ
っ
た
の
で
十

分
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き

ま
し
た
。
帰
宅
後
す
ぐ
に
、
ま
た

介
護
が
始
ま
り
ま
す
が
、
い
い
介

護
が
で
き
そ
う
で
す
」
と
感
想
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
時
を
満
喫

宗
像
市
在
宅
介
護
者
の
会
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業ハウステンボスでオランダ情緒を

楽しむ参加者
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福
祉
会
活
動
紹
介

社
会
福
祉
法
人

宗
像
市
久
原
１
８
０
番
地 

メ
イ
ト
ム
宗
像
内

宗
像
市
神
湊
１
１
８
番
地
の
４ 

ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
内

宗
像
市
大
島
１
８
０
９
番
地
の
32 

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
ttp://

syakyo.

m
u
n
akata.

co
m/

玄
海
支
所

大
島
支
所

☎
（
37
）
１
３
０
０

☎
（
34
）
６
０
０
８

☎
（
72
）
２
２
９
４

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・
花
田
八
嗣 

（
田
野
）

・
森
田
考
一 

（
日
の
里
）

・（
故
）
酒
井
ア
ヤ
子 

（
石
丸
）

・（
故
）
内
田
久
子 

（
平
井
）

・
力
丸
成
章 

（
田
野
）

・（
故
）
山
田
保
久 

（
三
郎
丸
）

・
山
下
辰
美 

（
地
島
）

・（
故
）
石
松
和
平 

（
吉
留
）

・
鮎
川
サ
ヨ 

（
稲
元
）

・
菊
地
鈴
雄 

（
久
原
）

・（
故
）
森
田
登 

（
赤
間
）

・
西
兵
二 

（
ひ
か
り
ヶ
丘
）

・
山
田
弘
俊 

（
曲
）

・（
故
）
松
本
雄
貴 

（
城
ヶ
谷
）

・
薄
岩
雄 

（
河
東
）

・（
故
）
奥
野
健
次 

（
朝
町
）

・
野
口
正
勝 

（
冨
地
原
）

・（
故
）
真
武
巌 

（
土
穴
）

・（
故
）
畑
瀬
ニ
イ
子

 

（
城
南
ヶ
丘
）

・（
故
）
古
川
芳
子

 

（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）
鬼
尾
良
一 

（
大
井
）

・
中
村
廣
美 

（
吉
田
）

地
域
で
支
え
あ
う
温
か
い
お
正
月

〜
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
じ
ま
る
〜

　

今
年
も
12
月
１
日
か
ら
、「
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
」
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
の
テ
レ
ビ

放
送
で
、
募
金
協
力
の
呼
び
か

け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
、「
援
助
の
必

要
な
低
所
得
世
帯
等
の
人
々

が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
、
少
し
で
も
安
心
し
て

新
た
な
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
」
と
の
目
的
で
、

民
生
・
児
童
委
員
の
協
力
に
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
浄
財
は
、
低
所
得
世
帯

や
そ
の
世
帯
等
の
人
々
を
援
助

す
る
地
区
福
祉
会
、
障
害
者
施

設
等
の
入
所
者
に
配
分
さ
れ
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

長
引
く
不
況
の
折
、
何
か
と

出
費
多
大
の
時
期
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
今
年
も
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

10
月
24
日
、
東
郷
地
区
福
祉
会

（
沖
宗
利
会
長
）
が
広
島
県
廿
日

市
市
の
佐
方
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
住
川
雅
由
会
長
）
を
訪
れ
、

小
地
域
で
の
福
祉
活
動
に
つ
い

て
情
報
交
流
会
を
持
ち
ま
し

た
。
参
加
者
は
16
人
。

　

情
報
交
流
会
は
、
ま
ず
同
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
の
参
加
者
と
の
交
流
を
主

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
楽
器
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
で

は
、
み
ん
な
で
懐
か
し
い
歌
を

歌
い
、
愉
快
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」終
了
後
、役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
情
報
交
流
会
を
持
ち
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
育
成
の
方

法
」「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
小
地

域
福
祉
活
動
の
実
際
」
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
の
中
で
住
川
会
長
は
「
地

域
の
中
で
の
き
っ
か
け
作
り
が
大

事
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
活
動
の

流
れ
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

10
年
後
、
20
年
後
の

地
域
を
考
え
て

　

東
郷
地
区
に
は
、
各
行
政
区
に

区
福
祉
会
が
あ
り
ま
す
。
区
福
祉

会
は
、
区
の
状
況
に
応
じ
て
福
祉

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

活
動
を
担
う
人
材
の
育
成
が
課
題

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

研
修
の
参
加
者
は
、「
地
域
の

10
年
、20
年
先
を
考
え
る
と
、も
っ

と
積
極
的
に
地
域
の
人
々
へ
の
理

解
や
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
日
頃
の
福

祉
会
活
動
の
意
義
や
、
地
域
の
将

来
を
考
え
地
域
の
み
ん
な
が
協
力

し
て
進
め
る
福
祉
会
活
動
の
大
切

さ
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

東
郷
地
区
福
祉
会
県
外
先
進
地
研
修

施
設
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」

メ
ン
バ
ー
大
募
集
！

　

施
設
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」（
藤
井
千
賀

子
代
表
）
は
、
主
に
市
内
の
高
齢

者
介
護
・
知
的
障
害
者
施
設
を
訪

問
し
、
入
所
者
へ
の
声
か
け
や
施

設
で
の
催
し
物
の
手
伝
い
を
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

す
。

　
「
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
気
負

わ
ず
、
無
理
な
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
市
内
に
限
ら
ず
幅
広
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か

に
、
グ
ル
ー
プ
内
研
修
を
す
る
な

ど
、
み
ん
な
が
楽
し
み
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
「
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
み
た
い
」
と
考
え
て
い
る
み

な
さ
ん
、
こ
れ
を
機
会
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ぜ

ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー

移
送
サ
ー
ビ
ス

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
人

に
対
し
、
車
い
す
ご
と
乗
り
込
め

る
車
両
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
運
転
者
が
確
保
で
き
な

い
時
は
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

調
整
し
て
移
送
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
現
在
28
人
が

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録

し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
よ
り
多
く
の
人
に
運
転

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て

も
ら
う
た
め
に
養
成
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

性
別
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
人

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

日
（
水
コ
ー
ス
）
平
成
18
年
１

月
11
日
（
水
）
10
時
〜
16
時

（
木
コ
ー
ス
）
平
成
18
年
１
月

12
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

会
メ
イ
ト
ム
宗
像
内
会
議
室
な

ど
対
普
通
自
動
車
免
許
所
持
者
、

参
加
後
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
で
き
る
人

内
車
い
す
移
送
車
の
操
作
実
習

な
ど

定
各
コ
ー
ス
10
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

料
１
０
０
０
円

締
平
成
18
年
１
月
５
日
（
木
）

申
同
セ
ン
タ
ー

市内の障害者福祉施設で餅つきを手伝う「マーガレット」の会員

・
青
柳
咲
子 

（
自
由
ヶ
丘
）

・
元
岡
邦
利 

（
土
穴
）

・（
故
）
平　

茂 

（
池
田
）

・（
故
）
中
村
佳
子

 

（
自
由
ヶ
丘
西
町
）

・
篠
塚
靖
夫 

（
自
由
ヶ
丘
）

・
稲
葉
良
弘 

（
日
の
里
）

・（
故
）
瀬
戸
山
昭
司 

（
大
谷
）

・
中
山
輝
茂 

（
大
井
）

・
菊
原
倭
子 

（
日
の
里
）

・（
故
）花
田
義
臣　
（
村
山
田
）

・（
故
）
磯
部
順
市 

（
神
湊
）

・
井
上
啓
子 

（
広
陵
台
）

・
渡
邉
白
百
合 

（
稲
元
）

・
末
弘
之 

（
武
丸
）

・
松
田
淳
治 

（
自
由
ヶ
丘
）

・
沖
野
松
江 

（
神
湊
）

・（
故
）
上
村
敏
雄 

（
大
井
台
）

・（
故
）
須
河
内
薫 

（
池
田
）

・
佐
藤
伸
次 

（
大
島
）

・
古
賀
美
代
子 

（
自
由
ヶ
丘
）

・
縄
田
ワ
カ
コ 

（
鐘
崎
）

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　

わ
か
ば
苑

・
上
田
典
子 

（
土
穴
）

・
宗
像
女
声
合
唱
団

・
宗
像
秋
桜
会

・
㈱
長
沢
企
画

（
平
成
17
年
10
月
31
日
受
付
分
迄
）

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

　

10
月
14
日
か
ら
「
居
宅
介
護
支
援
係
」
と
「
宗
像
市
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

●
居
宅
介
護
支
援
係　
（
34
）
２
４
１
２

●
宗
像
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
（
37
）
１
３
９
３

「
佐さ

方か
た

地
区
社
協
の
サ
ロ
ン
に
学
ぶ
」佐方地区社協住川会長の説明を熱心に聞く東郷地区福祉会役員

　

11
月
６
日
、
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ゆ
う
ゆ

う
ぷ
ら
ざ
で
障
害
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族
と
地
域
の
人
々

に
よ
る
風
船
バ
レ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害

が
あ
る
人
と
市
民
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
（
障
害
の
あ
る
相

談
員
）
が
風
船
バ
レ
ー
の
企

画
・
準
備
・
進
行
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
風
船
バ
レ
ー
は
、
市
の

ル
ッ
ク
ル
ッ
ク
講
座
を
利
用
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
約
20
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
下
半
身
や
耳
に

障
害
が
あ
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

し
た
が
、
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
ル
ー
ル
を
独
自
に
用
意

し
、
全
員
が
楽
し
く
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
久
し
ぶ
り

に
体
を
動
か
し
、
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
。
ス
ト
レ
ス
解
消
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
多

く
好
評
で
し
た
。

　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
来
年
１
月

と
３
月
に
も
障
害
が
あ
る
人
と
地

域
の
人
々
が
楽
し
く
交
流
で
き
る

事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
事
業
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

宗
像
市
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
34
）
２
４
１
１

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
37
）
１
３
９
３ 風船バレーを楽しむ参加者

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
!?

笑
顔
い
っ
ぱ
い
風
船
バ
レ
ー


